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⽔産分野における
気候変動適応について
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サワラ、サンマ、ホタテガイの事例をもとに
今後の気候変動への適応⽅法を議論したい
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IPCC第５次報告書
第２作業グループ
（第６章）より

温暖化への海洋⽣物の基本的な応答
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⽇本海（北⽇本）でサワラが
急増

京都府や福井県が
⽇本⼀の産地

近年の⾼⽔温に対する漁業資源の応答(サワラの事例)

サワラ「鰆」というと、

春のイメージ
＊瀬戸内海では春に大型魚を漁獲

日本海では「秋」にその年生まれの小型魚
が多く漁獲されるようになった。
単価も安く、有効利用が求められた。

近年の⾼⽔温に対する漁業資源の応答(サワラの事例)



商品開発
需要拡⼤

サワラの有効利⽤開発（加⼯品・特産品の開発）

平成21〜23年度
新たな農林⽔産業政策を推進する
実⽤技術開発事業委託事業
農林⽔産技術会議事務局

2歳で産卵場に
戻るまで⽇本海

春に⽣まれたサワラが秋に⽇本海に来遊、
2年後に産卵のために東シナ海に戻る

⽇本海におけるサワラの分布・回遊⽣態も解明

⻩海・
東シナ海が
産卵場



⽇本海におけるサワラの利⽤の変化

https://www.pref.yamagata.jp/ou/somu/020026/mailmag/series/pride/sawara.html

⾼品質化による鮮⿂としての利⽤促進

⽇本海におけるサワラの利⽤の変化

日本海沿岸各地でルアー
釣りの対象に。

釣具店も大喜び

今では当然
の状況

http://atsumikankokyokai.n‐da.jp/c12815.html



サンマの漁獲量減少（資源減少と漁場の変化が要因）

⽇本のサンマ漁獲量の減少には資源量の減少のほか、
漁場が遠くなったことも関係

https://kesennuma‐kanko.jp/umiichi_sannma2019/

サンマの分布範囲

太平洋に広く分布！
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盛漁期の⽔温とサンマ漁場位置(〇)の関係-

15℃が漁場の目安：近年は、高水温によってサンマ
が日本近海に来遊せず、漁獲しにくい。
（→ 漁獲量が減少する要因の一つ）

外国漁船 ‒台湾のサンマ漁船-

⽔産庁委託事業の資料より

公海域で操業する台湾のサンマ漁船
（１０００トンクラス）



外国漁船 ‒台湾漁船の漁場位置-

台湾漁船：夏までは東経160度付近
秋以降、日本の200海里付近まで移動

高水温で漁場が沖合化 → 各国の漁場利用が激化

漁船位置（⽉）

⽇本近海の⽔温と動物プランクトン量の予測

RCP8.5シナリオに
よる100年後の
⽔温上昇の場合

餌が少ない

北⻄太平洋の⽔温の変化予測

農林⽔産技術会議：気候変動プロジェクトの成果より



海の⽣物⽣産特性（温暖化するとどうなるか？）

⽔が混合し
にくくなる

農林⽔産省 農と⾷のサイエンス4号
−気候変動でサンマはどうなるの？−

A1Bシナリオを⽤いたMIROC v3.2の出⼒結果

体重８％減！

温暖化した海でサンマが⽣活したら・・・

ダイエット後のサンマ？

農林⽔産技術会議：気候変動プロジェクトの成果より



気候変動によるサンマの漁期の経過と体サイズ予測
現在気候

農林⽔産技術会議：気候変動プロジェクトの成果より

将来気候 RCP8.5シナリオ 2040‐2050年（50年後）
気候変動によるサンマの漁期の経過と体サイズ予測

農林⽔産技術会議：気候変動プロジェクトの成果より



ほとんど
捕れない

気候変動によるサンマの漁期の経過と体サイズ予測
将来気候 RCP8.5シナリオ 2090‐2100年（100年後）

農林⽔産技術会議：気候変動プロジェクトの成果より

農林⽔産省 農と⾷のサイエンス4号
−気候変動でサンマはどうなるの？−

より

脂がのってなくて
ごめんよ



養殖業（ホタテ⾙）への影響

養殖業（ホタテ⾙）の対応策

ちょっとした
対策が有効



養殖業（ホタテ⾙）の対応策

⽔産分野における気候変動適応について（まとめ）

１）当初とは異なる方向に適応が進む事例
＊それでも対象生物の変化特性を把握することが鍵

サワラ、サンマ、ホタテガイの事例から
今後の進め⽅について議論したい

２）国際関係・消費者ニーズ等、複雑に影響が絡む事例
＊精度の高い予測手法が重要
＊自治体以外にも消費者を含め、様々な連携・対応が必要

３）ちょっとした対策でも効果が高い事例
＊様々な実例の積み重ね・情報共有が重要




